
外
国
人
労
働
者
の
受
入
が
背
景
に

Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
利
活
用
に

只
見
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

南
会
津
郡
身
体
障
が
い
者
福
祉
会

只
見
町
多
文
化
共
生
推
進
協
議
会

只
見
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
が
寄
付

舟
木
氏
と
本
名
氏
を
任
命

町
内
で
歩
行
訓
練
を
実
施

　

５
月
31
日
、
初
開
催
と
な
る
「
只
見
町

多
文
化
共
生
推
進
協
議
会
」
が
朝
日
振
興

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
関
係
者
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
町
内
企
業
で
働
く
外
国

人
労
働
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
現
状
を
受

け
、
受
入
体
制
の
整
備
な
ど
を
目
的
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
に
は
、
外
国
人
を

雇
用
し
て
い
る
企
業
や
警
察
・
消
防
、
県

の
機
関
も
含
ま
れ
て
お
り
、
各
団
体
が
連

携
し
、
互
い
に
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

第
一
回
目
と
な
る
今
回
は
、同
協
議
会
設

置
の
経
緯
や
現
在
の
状
況
、今
後
の
事
業
内

容
な
ど
を
中
心
に
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
10
日
、（
一
社
）只
見
町
観
光
ま
ち

づ
く
り
協
会
の
目
黒
長
一
郎
会
長
が
来
庁

さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
利
活
用
の
た
め
に

使
っ
て
ほ
し
い
と
７
万
９
１
０
０
円
を
町

に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
同
協
会
が
販
売
し

て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
（
主
に
只
見
線

グ
ッ
ズ
）
の
売
上
の
一
部
は
、
例
年
、
只

見
線
の
た
め
に
寄
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
昨
年
度
の
寄
付
金
額
は
６
万

７
３
４
３
円
）

　

寄
付
金
は
、
２
０
２
１
年
度
に
予
定
さ

れ
て
い
る
只
見
線
全
線
運
行
再
開
に
向
け
、

今
後
、
町
の
関
連
施
策
な
ど
に
活
用
さ
れ

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

同
委
員
の
辞
令
交
付
式
が
役
場
で
行
わ

れ
、
舟
木
和
一
さ
ん
（
小
林
）
と
本
名
保

美
さ
ん
（
黒
谷
）
に
菅
家
町
長
か
ら
辞
令

書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
両
名
は
再
任
と

な
り
、
任
期
は
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
と
な

り
ま
す
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
同
委
員
会
は
、
納
税
者
の
評
価
に

対
す
る
信
頼
を
確
保
す
る
趣
旨
か
ら
各
市

町
村
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
委
員
の
定
数

は
３
人
以
上
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で

は
、
今
年
度
も
現
任
の
渡
部
茂
さ
ん
（
只

見
）
を
加
え
た
３
人
体
制
で
活
動
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

６
月
７
日
、
郡
内
の
身
体
障
が
い
者
を

対
象
と
し
た
歩
行
訓
練
が
只
見
町
で
行
わ

れ
、
郡
内
か
ら
30
人
（
只
見
か
ら
は
12
人
）

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
機
能

回
復
や
社
会
参
加
の
推
進
な
ど
を
目
的
と

す
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
と
し
て
、
南
会

津
郡
身
体
障
が
い
者
福
祉
会
が
例
年
実
施

し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、
歳
時
記
会
館

を
ス
タ
ー
ト
し
、
田
子
倉
ダ
ム
周
辺
を
歩

き
な
が
ら
美
し
い
景
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

同
福
祉
会
は
、
郡
内
各
地
で
定
期
的
な

交
流
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
会
員
数

の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
会
員
の

募
集
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▲様々な団体が委員となりスタートした同協議会

▲菅家町長に寄付金を手渡す目黒会長（右）

▲再任となった舟木さん（中央）と本名さん（左）

▲各自のペースで田子倉ダム周辺を歩いた
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平
和
、
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ

町
外
の
先
進
地
を
視
察

県
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会

令
和
元
年
春
の
叙
勲

「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
」を
開
催

人
材
育
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
ラ
ン
町
外
研
修

横
山
郁
子
さ
ん
に
会
長
表
彰
を
授
与

齋
藤
修一さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　

６
月
18
日
、
平
和
や
命
の
大
切
さ
を
伝

え
る
講
演
「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
」
が
只
見

中
学
校
で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
小
中
学
生

な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
町
の
小
中
学

校
は
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
加
盟
し
て
お

り
、
こ
の
講
演
は
町
教
育
委
員
会
が
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
全
体
勉
強
会
と
し
て
開
催

し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
世
界
中
で
講
演
活
動
を
行
う

桑
山
紀
彦
氏
が
、
自
ら
が
出
会
っ
た
、
紛

争
、
災
害
、
貧
困
な
ど
の
中
で
力
強
く
生

き
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
音
楽
や
映
像
に

合
わ
せ
て
紹
介
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
小

中
学
生
は
、
改
め
て
平
和
や
生
き
る
意
味

に
つ
い
て
考
え
を
深
め
ま
し
た
。

　

６
月
24
日
、
地
域
の
各
分
野
で
活
躍
す

る
人
材
を
育
て
る
「
人
材
育
成
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
プ
ラ
ン
」
10
期
生
の
町
外
研
修
が
行

わ
れ
、
受
講
生
が
黒
磯
駅
前
周
辺
を
視
察

し
ま
し
た
。
同
エ
リ
ア
で
は
、
販
売
や
飲

食
、
宿
泊
機
能
を
持
っ
た
店
舗
「Chus

（
チ
ャ
ウ
ス
）」
オ
ー
ナ
ー
の
宮
本
さ
ん
ら

が
中
心
と
な
り
、
近
隣
店
舗
と
協
力
し
て

地
域
を
盛
り
上
げ
る
取
り
組
み
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

受
講
生
に
は
事
業
者
の
方
が
多
く
、
こ

の
視
察
を
通
じ
、
自
分
た
ち
の
取
り
組
み

が
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
、
改
め
て

気
付
く
機
会
が
生
ま
れ
、
有
意
義
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
13
日
、
福
島
県
食
生
活
改
善
推
進

連
絡
協
議
会
の
総
会
が
玉
川
文
化
体
育
館

（
玉
川
村
）で
開
催
さ
れ
、本
町
を
は
じ
め
、

県
内
各
地
か
ら
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
今
年
度
の
予
算
や
事
業
の
内

容
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、

事
業
計
画
が
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
只
見
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

前
会
長
で
あ
る
横
山
郁
子
さ
ん（
黒
谷
）

の
、
町
や
郡
で
の
推
進
員
会
長
、
さ
ら
に

は
県
協
議
会
理
事
と
し
て
の
活
動
実
績
を

称
え
、
同
協
議
会
会
長
表
彰
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

６
月
24
日
、
前
只
見
町
教
育
長
の
齋
藤

修
一
さ
ん（
亀
岡
）が
役
場
を
訪
れ
、
令
和

元
年
春
の
叙
勲
で
瑞ず

い

宝ほ
う

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
うを

受
章
し

た
こ
と
を
菅
家
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

同
章
は
、
公
共
的
な
職
務（
教
育
分
野
）に

お
い
て
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
が
対
象

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
齋
藤
さ
ん
は
、
５

月
末
に
国
立
劇
場
で
開
催
さ
れ
た
伝
達
式

へ
の
参
加
や
皇
居
で
天
皇
陛
下
へ
の
拝
謁

を
行
っ
た
旨
な
ど
も
併
せ
て
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
報
告
を
受
け
、
菅
家
町
長
や
役
場

職
員
か
ら
は
祝
福
の
声
が
上
が
り
、
多
く

の
人
か
ら
そ
の
功
績
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

▲音楽と映像を通して、平和や命の大切さが伝えられた

▲研修に参加した皆さん（一番左が「Chus」オーナー
の宮本さん）

▲表彰を受けた横山郁子さん（右）

▲勲記などを持ち、報告に訪れた齋藤さん（右）
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